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国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を

目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・

人
員
を
一
新
し
、
「
日
本
年
金
機

構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

■
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事

務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す

が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と

し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」

は
、
現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務

所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会

保
険
事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内

し
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、

内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労

働
省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の

名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民

の
皆
さ
ま
方
に
何
ら
か
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一

切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務

を
引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度
は

国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政

や
運
営
に
国
が
引
き
続
き
責
任

を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
免

除
申
請
状
況
や
前
年
の
所
得
状
況

な
ど
一
定
の
条
件
に
よ
り
抽
出
し

た
方
々
に
対
し
、
免
除
申
請
に
か

か
る
案
内
文
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　
受
け
取
ら
れ
た
方
は
同
封
の
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
様
式
）
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
郵
便
ポ

ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
申
請
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
一
度

承
認
さ
れ
た
方
が
、
翌
年
度
以
降

引
き
続
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予

の
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
翌

年
度
か
ら
の
申
請
手
続
き
が
不
要

と
な
り
、
申
請
し
忘
れ
が
な
く
な

り
と
て
も
便
利
で
す
。

　
た
だ
し
、
ご
本
人
の
希
望
や
審

査
の
結
果
で
、
保
険
料
の
一
部
免

除
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
民
年
金
免
除
の
申
請
を

お
勧
め
し
ま
す

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

お詫び　子育て応援特別手当（21年度版）の執行停止について
　皆様に、お詫びを申し上げなければならないことがございます。
　子育て応援特別手当（平成21年度版）に関しまして、その趣旨を活かしつつ、より充実した新しい「子ども手当」の
創設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を停止させていただくことといたしました。
　この子育て応援特別手当（平成21年度版）では、本年度において小学校就学前3年間に属するお子様一人あたり、
3万6千円を支給することとなっていました。支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑をおかけいたし
ましたことを心よりお詫び申し上げます。私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる社会の構築に向けて、
より一層の努力を続けてまいる所存でございます。今後ともご指導を賜りますよう何卒、宜しくお願い申し上げます。

「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

平成22年1月1日より

社会保険庁
廃　止

日
本
年
金
機
構

公
的
年
金
の
運
営
業
務

　
○
資
格
の
得
喪
の
確
認

　
○
届
出
・
申
請
の
受
付
　
な
ど

　
○
年
金
の
申
請
や
給
付
※

　
○
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
通
知
な
ど
※

　
※
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
業
務

厚
生
労
働
省

公
的
年
金
の
財
政
・
運
営
責
任

支給対象者のみなさまへ 平成21年10月15日　　厚生労働大臣　長妻　昭

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
困

難
な
方
へ


